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定年退職を迎えるにあたって

　大学教員になって早いもので 30年が過ぎ去ろうとしています。前任校で 18年、実践女子大学
で 12年、なんとかつつがなく大学人としての職業人生を終えることができそうです。
　本学に来るようになったのは、私の知人の研究者を通して、元副学長の飯田先生からお声をかけ
て頂いたのがきっかけです。今でも思い出します。面接の日に、日野キャンパスに向かうあの坂道
を登っている時に、こんな田舎の大学まで都落ちするのかと迷いながら息を切らしてあの坂道を
登ったのを鮮明に思い出します。しかし、面接で飯田先生から渋谷への移転の話をお聞きし、迷い
が消え“よし実践に移ろう”と意思決定しました。
　大手のシンクタンクで大企業中心のコンサルタントをしている時に、“コンサルタント 40歳定
年説”を自ら提唱しており、40歳になったら女子大学の教員になるとのキャリアビジョンを立
て、38歳の時にその準備にとりかかりました。そこで、まず 38歳で大学教員になるべく筑波大学
の夜間大学院を受験し（受験倍率なんと約 30倍）、カウンセリング専攻で修士号を取得し、40歳
で晴れて前任校である文京女子大学経営学部の教員になりました。
　しかし、前任校は女子大から共学に大転換をはかり、理事長、理事会サイドと対立していた私と
しては大学を変わる機会を伺っていました。丁度そうしたタイミングで実践女子大学からお声をか
けて頂き、渡りに船のたとえではありませんが、実践への転職を決意しました。他の大学からもい
くつかお誘いを頂いたのですが、40歳で女子大の教員という自分のキャリアビジョンに基づき、
実践に変わって本当に良かったと思っています。
　実践に来てからは、人間社会学部で 2年目から主任を 2期 4年間、学部長・理事を 2期 4年



間、計 8年間務めあげ、微力ながら大学・学部発展に向け、鋭意、努力して参りました。学部長
方針として掲げた、“受験生 2000 名、偏差値 55”も瞬間でしたが達成できました。
　一方、大学全体としては、学生支援システムである J-TASを担当理事としてプロジェクトを立
ち上げ、その導入にこぎつけると同時に、学生に対するワンストップサービスを提供できる事務組
織として学生総合支援センターを立ち上げ、初代学生総合支援センター長に就任しました。さら
に、本学が過去になんどか挑戦し、挫折したリカレント事業に関しても、担当理事として履修証明
プログラム（実践キャリアアッププログラム）、専門講座、リカレント授業の 3本柱から成るリカ
レント事業を立ち上げ、なんとか成功裏に導くことができました。
　以上が私の実践に入職する経緯と実践での学校行政に関わってきた足跡ですが、いい仕事をでき
る環境を与えてくれた大学に感謝するとともに、学部運営や社会人教育にご協力頂いた先生方にも
衷心より感謝申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。
　最後に、本学ならびに人間社会学部のさらなるご発展をこころよりお祈り申し上げ、ご挨拶とさ
せて頂きます。
　本当にありがとうございました。
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